
日本レジャー・レクリエーション学会

第26回大会の開催にあたって

会長前野淳一郎

美しいおだやかな大和の自然に固まれ、多くの優れて豊かな文化財を保有する古都・わ

が固有数の観光都市である奈良のまちに集い、 88年有余に及ぶ由緒ある伝統に輝く奈良女

子大学のキャンパスをお借りして本学会の第26回大会を開催できますことを、会員の皆様

とともに慶びたいと存じます。

本大会の開催につきまして、多大のご配意を賜りました奈良女子大学の当局、また絶大

のご支援を頂いた関係各位に対し、ここに深甚の謝意を表する次第です。また遠路ご参集

の学会員の皆様にも、敬意とそして歓迎の意を呈したいと思います。

本誌の記事にご覧のように、この大会には全国の各地から多方面の分野にわたる研究者

が集い、興味深い研究成果の発表が行われます。夫々に有意義な討議の交わされることが

期待されます。

またこの度の学会大会では、上の研究発表に先き立って、奈良女子大学の小田切毅一教授

による「レジャー・レクリエーション研究の変選」と題する特別講演のほか、「高齢社会に

おけるレジャー・レクリエーション研究への期待」というテーマによるシンポジウムや、

会員相互交流のための懇親会など多彩な行事が準備されております。

小田切教授は、本学会の前身である研究会の時代等を含めて永年にわたりレジャー・レ

クリエーション研究の先端で活躍してこられた方です。多くの示唆に富むお話を伺うこと

ができるに違いありません。

シンポジウムでは、 21世紀を目前に控えて、わが国に到来する高齢社会を見据えた本学

会の今後の研究と実践の方向性が、シンポジストの先生方から提示されるでしょう。参加

される会員の皆さんによる活発な議論によって、近未来における学会のあり方などが明示

されることを願っております。

高齢者、幼少の子供たち、妊婦、心身に何らかの障害をもっ人々、そして在留外国人や

観光客などの情報弱者達が、のびのびと楽しむことのできる生活環境/社会の形成を目指

すバリアフリー、ノーマライゼーション そしてユニバーサルデザインの運動は、いまや

交通・宿泊・飲食物販・住居・医療・職場・学校そして旅行やレジャー・レクリエーショ

ンなどのあらゆる生活/サービス分野で起こりつつあります。こうした中で、本学会の研

究者達が果たすべき役割はたいへん大きなものがあると申せましょう。

このあと更に、会員同志による年に一度の交流と親睦を図る楽しい懇親会の企画もある

ようです。是非共多くの皆さんのご参加を頂いて、相互のコミュニケーションを深められ

ることを願っています。またこの機会に、今後の学会運営などに対する忌憧のないご意見

を伺うことができれば、誠にうれしい次第です。

昨年秋に第25回の学会大会を祝った本学会は、心機一転、新たな一歩を踏み出そうとし

ています。会員の皆さんの意向を反映しながら、大きな変革を遂げようとしている社会の

付託に応えつつ学会運営を進めて参る所存ですので、ご協力方をお願い申し上げます。
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1 .主催

2.主管

3.期日

4.会場

5. 日程

日本レジャー・レクリエーション学会
第 26回学会大会開催要領

日本レジャー・レクリエーション学会

日本レジャー・レクリ工ーション学会第26回学会大会実行委員会

平成 8年 11月23日(土)・ 24日(日)

奈良女子大学

干 630 奈良市北魚屋東町

1 1月23日(土)

11:00"""'12:00 

13: 00，...... 

理事会文学部会議室

受付

14:00，......14:40 

14:40，......14:50 

14:50，......17:30 

18:00，......20:00 

1 1月24日(日)

9 : 00，...... 

9 :30，......11:50 

13:00，......14:30 

14:30"""'16:10 

特別講演記念館

休憩

パネルディスカッション記念館

懇親会大学会館(生協食堂)

受付

研究発表

A会場 N 1 0 1 (1階)

B会場 N201 (2階)

総会 記 念 館

研究発表
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日本レジャー・レクリエーション学会
第 26回学会大会組織委員会

大会名誉会長 山本徳郎 (奈良女子大学文学部長)

大会会長 前野淳一郎 (学会会長 (掛スペースコンサルタンツ)

大会副会長 秋吉嘉範(学会副会長 福岡教育大学)

黒田信寛 (学会副会長 明治大学)

高橋和敏 (学会副会長 制余暇問題研究所)

田中鎮雄 (学会副会長 日本大学)

監事 鈴木祐一(学会監事 東京女子体育大学)

永島正信(学会監事 東京農業大学)

大会委員長 鈴木秀雄(学会理事長 関東学院大学)

委員 荒井啓子 (学会常任理事武蔵野短期大学)

飯田 稔 (学会常任理事筑波大学)

石井 允 (学会常任理事立教大学)

坂口 正治 (学会常任理事東洋大学短期大学)

嵯峨 寿 (学会常任理事筑波大学)

下村彰男 (学会常任理事東京大学大学院)

西国俊夫(学会常任理事淑徳大学)

西野 仁 (学会常任理事 東海大学)

松浦=代子 (学会常任理事 東京女子体育大学)

松田義幸 (学会常任理事実践女子大学)

油井正昭(学会常任理事千葉大学)

大奇善博(学会理事 福岡大学)

大森雅子(学会理事 東京女子体育大学)

小田切毅一 (学会理事 奈良女子大学)

杉尾邦江(学会理事 制プレック研究所)

鈴木文明(学会理事 拓殖大学北海道短期大学)

中島豊雄(学会理事 名古屋大学)

芳賀健治(学会理事 東京家政学院大学)

原田宗彦(学会理事 大阪体育大学)

松尾哲矢(学会理事 福岡大学)

宮下桂治(学会理事 順天堂大学)

守能信次(学会理事 中京大学)

師岡文男 (学会理事 上智大学)

山口泰雄(学会理事 神戸大学)
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日本レジャー・レクリエーション学会

第 26回大会実行委員会

大会実行委員長

副委員長

監事

実

事務局長

事務局次長

(会計担当)

~j 委 員

総務

研究企画

I! 

I! 

編集

I! 

広報渉外

I! 

財務

1/ 

事務局幹事

1/ 

1/ 

11 

I! 

1/ 

小田切毅一

石井 允

鈴木祐一

永島正信

坂口正治

西田俊夫

嵯峨 寿

松田 義幸

飯田 稔

山口 泰雄

松浦三代子

下村 彰男

油井 正昭

原田 宗彦

西野

荒井 啓子

沼津 秀雄

菊 幸一

梅津 佳子

神谷 明宏

杉本 文

田中 伸彦

(学会理事

(学会常任理事

(学会監事

(学会監事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会理事

(学会常任理事

(学会常任理事

(学会幹事長

(学会会員

(学会幹事

(学会幹事

(学会幹事

(学会幹事
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奈良女子大学)

立教大学)

東京女子体育大学)

東京農業大学)

東洋大学短期大学)

淑徳大学)

筑波大学)

実践女子大学)

筑波大学)

神戸大学)

東京女子体育大学)

東京大学大学院)

千葉大学)

大阪体育大学)

東海大学)

武蔵野短期大学)

立教大学)

奈良女子大学)

湘南国際女子短期大学)

関東学院大学大学院)

附ハイライフ研究所研究員)

農林水産省森林総合研究所)



参加者へのご案内

1.受付

1 1月23日(土)13:00より受付け致します。

下記参加費をお支払いください。

正会員・特別会員 4000円

名誉会員・賛助会員・顧問 無料

その他の一般の方 2000円(1日につき)

2.大会本部

奈良女子大学

3.車両の入構について

駐車場は用意しであります。

4.休憩と食事

休憩室が用意されています。昼食は、お弁当をご利用ください。

5 .会場内禁煙のお願い

発表会場は禁煙です。喫煙所でお願いします。

(発表者へのお願いとお知らせ)

1 .発表受付

各発表会場の入り口で受付を行います。各自の発表時刻の 30分前までに受付けをす

ませ、「次演者席Jにおつきください。
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2.発表資料

研究発表および実践報告補足資料等については、 100部を発表受付け時に提出して

ください。資料には、必ず演題番号(例・ A-O仁 A-0 2)、演題、演者氏名を

明言己してください。

3.スライド

スライド映写を希望される方は、発表受付けにあるホルダーに、各自で順序正しく

正像に写るように挿入して、発表受付けにご提出くださし1。スライドの大きさは 35

ミリフィルム用の標準マウント (50X 50ミリ)に限ります。

4 .発表時間

各発表演題につき、発表 15分です。(13分ーベル 1園、 15分ーベル 2回)。

なお、質疑討論は、各発表セッション毎にまとめて行います。

(座長へのお願いとお知らせ)

座長受付けを各発表会場の入口で行います。座長時間の 30分前までに必ず受付けを

清ませていただき、開始 20分前までに「次座長席Jにお座りください。

時間を厳守して進行させるようにご協力ください。

質疑討論は、各セッション毎にまとめて該当時間でとり行うようにお願いします。

発表取り消しなどで空き時聞ができた場合は、討論や休憩にあてられるなど、自由

にご裁量下さい。

(討論者・質問者へのお願い)

挙手のあと、座長の合図を待って、所属、氏名を告げたのち、参加者にわかるよう

に発言してください。
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日本レジャー・レクリエーション学会
第 26回学会大会大会本部企画

日時:第 1日目 1 1月23日(土) 午後

口大会テーマ

『高齢社会におけるレジャー・レクリ工ーション研究と教育への期待』

口特別講演 14:00""" 14:40 (40分)

『レジャー・レクリ工ーションの史的変遷J
小田切毅一 奈良女子大学教授

口パネルディスカッション 1 4 : 5 0 ，....， 1 7 : 3 0 (160分)

『高齢社会におけるレジャー・レクリエーション研究と教育への期待J

問 題提起 (30分)

石井 允 立教大学教授

パネリスト(各20分)

1. rセラビューティックレクリエーションに寄せる期待J

大堀孝雄 東海大学教授

2. r介護福祉とレジャー・レクリエーション」

鈴 木秀 雄 関東学院大学教授

3. rわが国におけるレジャー・レクリ工ーション専門家育成の課題」

吉 田 圭 一 武庫川女子大学教授

司会 下 村 彰 男 東京大学大学院助教授
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